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１．概要（Summary） 
 Mg 合金は実用金属材料中最も軽量だが、耐食性が著

しく乏しい。利用者らのグループでは耐食性改善を目的と

し、熱間押出法を用いて厚肉Al被覆を有するMg合金厚

板の作製に成功した。さらに近年、この厚板に対して熱間

圧延を施すことで薄板に加工することに成功し、それらの

薄板が超塑性特性を有することを示した。しかしながら、

一般に複合材料の詳細な超塑性変形機構に関する知見

は未だに乏しい。そこで、本研究では Al 被覆 Mg 合金複

合薄板材の超塑性変形機構を明らかにすることを目的と

した実験研究を行った。電子ビームリソグラフィにより微小

格子を引張試験片平行部に描画した後に高温大気中で

引張試験し、微小格子の形状を引張変形前後で詳細に

比較・観察することで超塑性変形挙動を調査した。その結

果、複合材料中で Mg 合金は粒界すべりと結晶粒の回転

により超塑性変形をしていることを明らかにした。 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・超高精度ビーム描画装置 ・コンパクトスパッタ装置 
【実験方法】 

Mg 合金には AZ80 Mg 合金を用い、直径 45 mm の

市販押出丸棒材を厚さ 30 mm に切断し、40 mm×40 
mm の断面を持つ直方体状にプレス成形して押出用ビレ

ットを作製した。被覆材となる Al には純度 99.99 mass%、

40 mm×40 mmの断面を持つ鋳造材を用い、厚さ3 mm
の板状に切断した。コンテナ内部に Mg 合金ビレット、Al
板、ダイスを下から順に重ね、押出温度 290oC、加工率

90%の条件で熱間間接押出を行うことで幅 20 mm、厚さ

8 mmのAl被覆Mg合金厚板を作製した。この厚板に対

して 350oC で直径 160 mm のロールで 6 m/min のロー

ル速度で厚さ 1.5 mm まで 1 パスで熱間圧延加工を施し、

薄板を作製した。薄板の変形機構を詳細に調査するため

に、引張試験片平行部側面にコンパクトスパッタ装置およ

び超高精度ビーム描画装置を用いた電子ビームリソグラ

フィにより微小格子を描画した後に大気中で引張試験し

た。試験温度は 300oC、歪速度は 1.0×10−3 s−1とし、圧延

方向と引張方向が一致するように試験を行った。引張試

験を中断し、引張試験前後での微小格子の形状を詳細に

観察することで超塑性変形挙動を調査した。 

３．結果と考察（Results 
and Discussion） 

Fig. 1 は、60%引張

変形後の Mg 合金基材

における微小格子であ

る。引張方向は横方向

に対応している。格子模

様は引張変形前には縦

横平行に形成されてい

たが、300oC での引張

変形後には、格子の直

行関係は保たれているものの、粒界で格子がずれ、結晶

粒ごとに格子線の方位が異なっていることから、粒界すべ

りと結晶粒の回転が起こっていることが認められた。 
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Fig. 1 Grids on Mg alloy 
after the tensile elongation of 
60%. The tensile direction 
corresponds to the transverse 
in the picture. 


